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はじめに

この『Sun Fire X4600 サーバーおよび Sun Fire X4600 M2 サーバーの Windows オペ
レーティングシステムインストールガイド』では、Sun Fire X4600 サーバーおよび 
Sun Fire X4600 M2 サーバーに Windows Server 2003 オペレーティングシステムをイ
ンストールする手順について説明します。

本書の情報は、特に説明がない限り、オリジナルの Sun Fire X4600 サーバーと Sun 
Fire X4600 M2 サーバーに適用されます。

関連ドキュメント
Sun Fire X4600 シリーズサーバーのドキュメントセットの説明については、システ
ムに付属している『ドキュメントの場所』シートを参照するか、製品のドキュメン
トサイトをご覧ください。次の URL を参照し、ご使用の製品のページに移動して
ください。

http://www.sun.com/documentation

Sun Fire X4600 M2 サーバーに関連するドキュメントについては、次のページを参照
してください。

http://www.sun.com/products-n-solutions/hardware/docs/Servers/x6
4_servers/x4600m2/index.html

これらのドキュメントの一部については、上記に記載された Web サイトでフランス
語、簡体字中国語、繁体字中国語、韓国語、日本語の翻訳版が入手可能です。英語版
は頻繁に改訂されており、翻訳版よりも最新の情報が記載されています。

Sun ハードウェアのすべてのドキュメントについては、次の URL を参照してく
ださい。

http://www.sun.com/documentation
xi
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Solaris およびその他ソフトウェアのドキュメントについては、次の URL を参照して
ください。

http://docs.sun.com

UNIX コマンドの使い方
本書には、基本的な UNIX® コマンドや、システムのシャットダウンや起動、デバイ
スの設定などの手順に関する情報は含まれていないことがあります。このような情報
については、次のマニュアルを参照してください。

n システムに付属のソフトウェアマニュアル

n 次の場所にある Solaris™ オペレーティングシステムのドキュメント

http://docs.sun.com

サードパーティーの Web サイト
Sun 社は、本書で挙げているサードパーティーの Web サイトの利用について責任を
負いません。また、当該サイトまたはリソースから入手可能なコンテンツや広告、製
品またはその他の素材を推奨したり、責任あるいは法的義務を負うものではありませ
ん。さらに、他社の Web サイトやリソースに掲載されているコンテンツ、製品、
サービスなどの使用や依存により生じた実際の、または嫌疑的な損害や損失について
も責任を負いません。
xii  Sun Fire X4600 サーバーおよび Sun Fire X4600 M2 サーバーの Windows オペレーティングシステムインストールガイド • 2007 年 2 月
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表記上の規則

コメントをお寄せください
Sun 社は、ドキュメントの改善を常に心がけており、皆様のコメントや提案を歓迎い
たします。コメントは次のサイトを通してお送りください。

http://www.sun.com/hwdocs/feedback

フィードバックには、本書のタイトルと部品番号を記載してください。

『Sun Fire X4600 サーバーおよび Sun Fire X4600 M2 サーバーの Windows オペレー
ティングシステムインストールガイド』、部品番号 820-0789-10

字体*

* ご使用のブラウザの設定によっては、表示内容が多少異なる場合もあります。

意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディ
レクトリ名、および画面上のコ
ンピュータ出力を示します。

dir を使用してすべてのファイルを表
示します。

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画
面上のコンピュータ出力とは区
別して示します。

> ipconfig

Password:

AaBbCc123 新しい用語、強調する語句、お
よび変数を示します。変数の場
合には、実際に使用する特定の
名前または値で置き換えます。

これらはクラスオプションと呼ばれ
ます。

これを行うには、管理者権限が必要
です。

ファイルを削除するには、del < ファ
イル名 > と入力します。

AaBbCc123 ダイアログボックスのタイトル、
ダイアログボックス内のテキス
ト、オプション、メニュー項目、
およびボタン。

1. 「ファイル」メニューの「すべて展
開」をクリックします。
はじめに xiii
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第                    章1

概要

本書は、特に説明がない限り、Sun Fire™ X4600 サーバーと Sun Fire X4600 M2 サー
バーに適用されます。

この章では、Sun Fire X4600 シリーズサーバーに Microsoft Windows Server 2003 オ
ペレーティングシステムをインストールする前に知っておく必要のある情報について
説明します。

注 – この章には、インストール処理中に役立つ重要なガイドラインおよび情報が記
載されています。Windows Server 2003 のインストールを開始する前に、必ずこの章
の残りの部分に目を通してください。

この章には次のセクションがあります。

n 2 ページの「Windows Server 2003 のインストールについて」

n 2 ページの「インストールに関する重要な考慮事項」

n 3 ページの「サポートされている Windows オペレーティングシステム」

n 4 ページの「Sun Fire X4600 シリーズプラットフォームに関する注意事項」

第 2 章では、Windows Server 2003 オペレーティングシステムのインストールを完了
するために実行する必要のある手順を説明しています。
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Windows Server 2003 のインストールに
ついて
Sun Fire X4600 シリーズサーバーには、Windows Server 2003 オペレーティングシス
テムに付属していないサーバー固有のドライバが追加で必要です。本書の以降の章
で、オペレーティングシステムおよびドライバへのアクセス方法、ならびにこれらの
インストール方法を説明しています。このインストール手順は、32 ビットおよび 64 
ビット両方のバージョンの Microsoft Windows Server 2003 で実行できます。

インストールに関する重要な考慮事項
Sun Fire X4600 シリーズサーバーへの Windows Server 2003 オペレーティングシ
ステムのインストールを開始する前に、次の重要な考慮事項について検討してく
ださい。

n Windows オペレーティングシステムをインストールすると、プリインストールさ
れているオペレーティングシステムを含め、起動ドライブのすべてのデータが上
書きされます。

n インストール時に最も注意すべき点は、Sun Fire X4600 シリーズサーバーで使用
されているディスクコントローラ用に、大容量記憶装置ドライバをインストール
することです。Microsoft Windows Server 2003 のメディアには、オペレーティ
ングシステムのインストールに必要な大容量記憶装置ドライバが収録されていま
せん。

Windows の場合、フロッピーディスクデバイスを介して大容量記憶装置ドライバ
を取得する必要があります。Windows のインストールプログラムでは、フロッ
ピードライブ A からしか大容量記憶装置ドライバを読み込めません。大容量記憶
装置ドライバの取得に関しては、CD や DVD、または USB フラッシュドライブな
ど、他のデバイスはサポートされていません。

Windows Server 2003 のインストール用のドライバを利用するには、次の 3 つの
方法があります。

n Sun Fire サーバーに接続された物理 USB フロッピードライブを使用します。

n RKVMS1 を使用して、JavaRConsole2（JavaRConsole システム）が動作してい
る別のシステムの物理フロッピードライブにフロッピーデバイスをリダイレク
トします。

1. RKVMS - リモートのキーボード、ビデオ、マウス、ストレージ。ネットワークに接続されたシステムを介
して、サーバーのキーボード、ビデオ出力、マウス、およびストレージデバイスのリダイレクトを可能に
します。

2.  JavaRConsole - ネットワークに接続されたシステムから実行されるリモートコンソール。
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n RKVMS を使用して、JavaRConsole が動作している別のシステムのフロッピー
イメージファイルにフロッピーデバイスをリダイレクトします。

n また、インストール用の Windows Server 2003 のメディアを、次の 3 つの方法で
利用することもできます。

n Sun Fire サーバーに接続された物理 DVD/CD ドライブを使用します。

n RKVMS を使用して、JavaRConsole システムの物理 CD ドライブに CD ドライ
ブをリダイレクトします。

n RKVMS を使用して、JavaRConsole システムの Windows CD イメージに CD 
ドライブをリダイレクトします。

第 2 章に記載されているインストール手順に従うと、大容量記憶装置ドライバおよび
オペレーティングシステムのメディアのインストール方法を選択できます。

注 – これらのインストールのいずれかで RKVMS を利用する方法を使用する場合は、
『Integrated Lights-Out Manager（ILOM）管理ガイド』（部品番号 819-6808）で、イ
ンストールに必要なハードウェアのセットアップの詳細を参照する必要があります。

サポートされている Windows オペレー
ティングシステム
本書の発行時点で、Sun Fire X4600 シリーズサーバーは、次の Microsoft Windows 
オペレーティングシステムをサポートしています。

n Microsoft Windows Server 2003、SP1 以降、Standard Edition（32 ビット）

n Microsoft Windows Server 2003、SP1 以降、Enterprise Edition（32 ビット）

n Microsoft Windows Server 2003、Standard x64 Edition（64 ビット）

n Microsoft Windows Server 2003、Enterprise x64 Edition（64 ビット）

サポートされているオペレーティングシステムの最新のリストは、次の URL で参照
できます。

Sun Fire X4600 サーバーの場合

http://www.sun.com/servers/x64/x4600/os.jsp
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Sun Fire X4600 シリーズプラットフォー
ムに関する注意事項
本書は Sun Fire X4600 シリーズサーバーを対象としています。インストールは、製
品プラットフォームによって部分的に異なります。

n 本書では、ツールとドライバの CD とリソース CD は同じ意味で使用されてい
ます。リソース CD 705-1438-11（またはそれ以降のバージョン）には、前の
バージョンの Sun Fire X4600 サーバー用のドライバが収録されています。

n 本書の一部のスクリーンキャプチャには、Sun Fire X4100/X4200 という表示があ
りますが、特に説明のない限り、これらの画像は Sun Fire X4600 シリーズサー
バーにも該当します。
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第                    章2

インス トール手順

この章は、 特に説明がない限り、 オリ ジナルの Sun Fire X4600 サーバーと  Sun Fire 
X4600 M2 サーバーに適用されます。

この章では、 Windows Server 2003 オペレーティ ングシステムをインス トールするた
めに実行する手順の概要を説明します。

注 – Preboot Execution Environment （PXE） サーバーを使用して Windows Server 
2003 をインス トールする予定の場合は、 第 9 章 65 ページの 「RIS イメージへの Sun 
Fire ド ライバの組み込み」 を参照して ください。

CD メディ アから  Sun Fire X4600 シ リーズサーバーに  Windows をインス トールする
場合は、 次の手順をこの順序で実行します。

1. サーバー固有の ド ライバパッケージのダウンロード （第 3 章を参照）。

2. 取得方法の選択 （第 4 章を参照）。

3. 大容量記憶装置ド ライバ取得の準備 （第 5 章を参照）。

4. JavaRConsole システムの設定 （必要に応じて。 第 6 章を参照）。

5. Windows Server 2003 のインス トール （第 7 章を参照）。

6. 重要なシステム固有ド ライバのアップデー ト （第 8 章を参照）。

これらの手順を完了すると、 Windows Server 2003 オペレーティ ングシステムを正常
にインス トールできているはずです。
5



6 Sun Fire X4600 サーバーおよび Sun Fire X4600 M2 サーバーの Windows オペレーティングシステムインストールガイド • 2007 年 2 月



第                    章3

サーバー固有のド ライバパッケージ
のダウンロード

この章は、 特に説明がない限り、 オリ ジナルの Sun Fire X4600 サーバーと  Sun Fire 
X4600 M2 サーバーに適用されます。

この章では、 Windows Server 2003 のインス トールに必要なサーバー固有のド ライバ
パッケージをダウンロードする方法について説明します。

注 – ツールと ド ライバの CD （またはリ ソース  CD 705-1438-11 以降）  がある場合は、
この章をスキップして、 第 4 章に進みます。 この CD は、 サーバー固有のド ライバを
最初にインス トールするときに使用できます。

次に、 Windows Server 2003 のインス トールに使用できるサーバー固有のド ライバ
パッケージを示します。

n FloppyPack.zip （LSI 1064 ド ライバおよび AMI 仮想フロ ッピード ライバを
含む） 

n DriverUpdatePackage.exe （システム固有のデバイス ド ライバすべてをインス
トールするためのプログラム） 

n DriverPack.zip （上級者のみ、 Windows Server 2003 のシステム固有の ド ライ
バアーカイブ、 英語） 。 第 9 章で説明する  PXE インス トールを実行する場合は、
このフ ァ イルをダウンロード します。

注 – ド ライバパッケージの完全な名前では、 フ ァ イル拡張子の前にバージ ョ ン番号
が含まれています。 たとえば、 FloppyPack_1_1_2.zip のよ う にな り ます。 本書で
は、 この番号をフ ァ イル名から削除して、 わか りやすく しています。
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ド ライバをダウンロードするには、 次の手順に従います。

1. ドライバのダウンロードサイトに移動します。

Sun Fire X4600 シ リーズサーバーの場合 : 
http://www.sun.com/servers/entry/x4600/downloads.jsp

2. 次の手順のいずれかに従います。

n Windows Server 2003 のメディ アをインス トールする場合は、 インス トール中に
アクセスできるハード ド ライブまたはメディアに、 FloppyPack.zip および 
DriverUpdatePackage.exe の両方のフ ァ イルをダウンロード します。

n PXE サーバーを使用して Windows Server 2003 をインス トールする場合 （上級者
向けインス トール） は、 PXE サーバーに  DriverPack.zip フ ァ イルをダウン
ロード します。

注 – ド ライバパッケージの完全な名前では、 フ ァ イル拡張子の前にバージ ョ ン番号
が含まれています。 たとえば、 FloppyPack_1_1_2.zip のよ う にな り ます。 本書で
は、 この番号をフ ァ イル名から削除して、 わか りやすく しています。

3. オペレーティングシステムのインストールを開始するときに、ドライバパッケージが
利用できる状態にあることを確認します。第 4 章に進み、取得方法を選択します。
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第                    章4

取得方法の選択

この章は、 特に説明がない限り、 オリ ジナルの Sun Fire X4600 サーバーと  Sun Fire 
X4600 M2 サーバーに適用されます。

この章では、 インス ト ール用の大容量記憶装置ド ライバおよび Windows のメディ ア
の取得方法を決定します。

大容量記憶装置ド ライバのメディ アおよび Windows Server 2003 のメディアの取得
方法を選択するには、 次の手順を完了します。

1. 大容量記憶装置ド ライバの取得方法の選択。

2. Windows Server 2003 のメディ アの取得方法の選択。

3. 選択した取得方法をメモしてから、第 5 章に進みます。
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大容量記憶装置ド ライバの取得方法の
選択 
Sun Fire X4600 シ リーズサーバーでの Windows Server 2003 のインス トール用の大
容量記憶装置ド ライバを準備する場合は、 次の 3 つの方法を使用できます。

n フロ ッピーローカル : Sun Fire サーバーに接続された物理 USB フロ ッピード ライ
ブを使用します。

n フロ ッピーリモー ト : RKVMS を使用して、 JavaRConsole が動作しているシステム
の物理フロ ッピード ライブにフロ ッピーデバイスを リダイレク ト します。

n フロ ッピーイメージ : RKVMS を使用して、 JavaRConsole が動作しているシステム
のフロ ッピーイメージフ ァ イルにフロ ッピーデバイスを リダイレク ト します。

表 4-1 で、 自分の環境の必要性に合った方法を選択します。 選択した方法をメモして
おいて ください。

表 4-1 大容量記憶装置ド ライバの取得方法

大容量記憶装置ドライバ

の取得方法

その他の要件 設定およびインストール

の難易度

フロ ッピーローカル • 次の Windows Marketplace サイ トで 「Designed for 
Windows」* と表示されている外部 USB フロ ッピード ライブ : 
http://testedproducts.windowsmarketplace.com/

• フロ ッピーディスク

* Windows 専用の USB フロ ッピード ライブを使用しないと、 OS のインス トール中に ド ライバがインス トールされるよ うに見えま
すが、 システムを リブー トすると、 Windows セッ ト アップのグラフ ィ ッ ク部分でド ライバを再度見つける こ とができず、 エラー
メ ッセージが表示されてインス トールが失敗に終わり ます。

簡単

フロ ッピーリモー ト • Sun Fire X4600 シ リーズサーバー管理ネッ ト ワークポー ト お
よび接続されているフロ ッピード ライブへのネッ ト ワークア
クセスが可能な JavaRConsole システム 

• フロ ッピーディスク

中レベル :
インス トールにかか
る時間は、 フロ ッ
ピーローカルの方法
よ り もわずかに長く
な り ます。

フロ ッピーイメージ • Sun Fire X4600 シ リーズサーバー管理ネッ ト ワークポー トへ
のネッ ト ワークアクセスが可能な JavaRConsole システム

中レベル :
インス トールにかか
る時間は、 フロ ッ
ピーローカルの方法
よ り もわずかに長く
な り ます。
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Windows Server 2003 のメディ アの取得
方法の選択
Sun Fire X4600 シ リーズサーバーでの Windows Server 2003 のインス トール用の 
Windows のメディ アを準備する場合は、 次の 3 つの方法を使用できます。

n Windows ローカル : Sun Fire サーバーに接続された物理 DVD/CD ド ライブを使用
します。

n Windows リモー ト : RKVMS を使用して、 JavaRConsole が動作しているシステム
の物理 CD ド ライブに  CD ド ライブを リダイレク ト します。

n Windows イメージ : RKVMS を使用して、 JavaRConsole が動作しているシステム
の Windows メディアイメージフ ァ イルに  CD ド ライブを リダイレク ト します。

表 4-2 で、 自分の環境の必要性に合った方法を選択します。 選択した方法をメモして
おいて ください。

表 4-2 Windows Server 2003 のメディアの取得方法

大容量記憶装置ドライバ

の取得方法

その他の要件 設定およびインストール

の難易度

Windows ローカル なし * 

*  使用中のシステムに  DVD/CD ド ライブがない場合は、 外部 USB DVD/CD ド ライブを  Sun Fire X4600 シ リーズサーバーに接続し
て、 Windows ローカルの取得方法を使用する必要があ り ます。 DVD/CD ド ライブは、 Windows Marketplace サイ ト   
（http://testedproducts.windowsmarketplace.com/） で 「Designed for Windows」 と表示されているものである必要があ
り ます。

簡単

Windows リモー ト Sun Fire X4600 シ リーズサーバー管理ネッ ト ワークポー ト およ
び接続されている  CD/DVD ド ライブへのネッ ト ワークアクセ
スが可能な JavaRConsole システム

中レベル : インス トール
にかかる時間は、
Windows ローカルの方
法よ り もかな り長く な
り ます。

Windows イメージ Sun Fire X4600 シ リーズサーバー管理ネッ ト ワークポー トへの
ネッ ト ワークアクセスが可能な JavaRConsole システム

中レベル : インス トール
にかかる時間は、
Windows ローカルの方
法よ り もかな り長く な
り ます。
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第                    章5

大容量記憶装置ドライバ取得の準備

この章は、特に説明がない限り、オリジナルの Sun Fire X4600 サーバーと Sun Fire 
X4600 M2 サーバーに適用されます。

この章では、Windows Server 2003 のインストールに必要な大容量記憶装置ドライバ
のメディアを準備するための手順について説明します。

第 4 章で選択した方法に応じて、この章で説明する次のいずれかの手順に従います。
表 5-1 を参照してください。

フロッピーディスクの作成
取得方法がフロッピーローカルまたはフロッピーリモートの場合、Windows のイン
ストールを続行する前に、ドライバが保存されたフロッピーディスクを作成する必要
があります。

次のシステム設定および材料がすぐに使用できる状態であることを確認してくだ
さい。

n フロッピーデバイスが接続されたシステム 
n フロッピーディスク
n FloppyPack.zip（このパッケージへのアクセスの詳細については、第 3 章を

参照）

表 5-1 大容量記憶装置ドライバの取得方法

取得方法 説明のあるセクション

フロッピーローカル フロッピーディスクの作成

フロッピーリモート フロッピーディスクの作成

フロッピーイメージ フロッピーイメージファイルのコピー
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使用中のシステムに対応するセクションの手順に従って、フロッピーディスクを作成
します。

n Windows を使用したフロッピーディスクの作成

n Linux または Solaris を使用したフロッピーディスクの作成

Windows を使用したフロッピーディスクの作成

Windows システムを使用してフロッピーディスクを作成するには、次の手順に従い
ます。

1. フロッピーディスクの作成に使用するシステムにドライバパッケージをコピーし
ます。

l ツールとドライバの CD（またはリソース CD） を使用してドライバファイルにアク
セスしている場合は、次の手順でファイルをコピーします。

a. ツールとドライバの CD を、フロッピーデバイスを搭載した Windows システム
に挿入します。

b. 次のディレクトリに移動します。

support\drivers\w2k3sp1\FloppyPack

注 – ドライバパッケージの完全な名前では、ファイル拡張子の前にバージョン番号
が含まれています。たとえば、FloppyPack_1_1_2.zip のようになります。本書で
は、この番号をファイル名から削除して、わかりやすくしています。

c. ファイルを Windows システムのディレクトリにコピーします。

l ダウンロードサイトから FloppyPack.zip をダウンロードした場合は、次の手順で
ファイルをコピーし、解凍します。

a. Microsoft Windows ソフトウェアが動作していて、フロッピーデバイスが搭載さ
れているシステムで、FloppyPack.zip ファイルを一時ディレクトリにコピーし
ます。

b. Windows エクスプローラを起動します。

c. ダウンロードしたファイルを保存したフォルダに移動します。

d. FloppyPack.zip を選択します。

e. 「ファイル」メニューの「すべて展開」をクリックします。1

1.  使用中のバージョンの Windows エクスプローラで圧縮フォルダが元々サポートされていない場合は、サー
ドパーティーのユーティリティを使用して zip ファイルの中身を解凍します。解凍後、ディレクトリ構造を
変更しないようにしてください。
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f. ファイルを新しい（空の）フォルダに解凍します。

2.「自動作成の実行」または「手動作成の実行」を参照して、フロッピーディスクを作
成します。

自動作成の実行

この方法によって、フロッピーディスクの作成が自動化されます。

自動作成を実行するには、次の手順に従います。

1. 書き込み可能なフロッピーディスクをシステムのフロッピードライブに挿入します。

2. Windows エクスプローラを起動し、解凍したファイルのあるフォルダに移動し
ます。

3. Windows エクスプローラで、解凍されたファイルのあるディレクトリを開き、
mkfloppy.exe をダブルクリックします。

注 – アプリケーションが起動しない場合は、mkfloppy.exe アプリケーションと同
じフォルダにある README.RTF ファイルを確認してください。

「Create Installation Floppy（インストールフロッピーディスクの作成）」ダイアログ
ボックスが表示されます。

図 5-1 「Create Installation Floppy（インストールフロッピーディスクの作成）」ダイ
アログボックス

4.「OK」をクリックします。

「フォーマット - 3.5 インチ FD（A:）」ダイアログボックスが表示されます。
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図 5-2 「フォーマット - 3.5 インチ FD（A:）」ダイアログボックス

5. フロッピーディスクをフォーマットするための設定を指定し、「開始」をクリックし
ます。

この手順では、「クイックフォーマット」で問題ありません。

6. フォーマットが終了したら、「閉じる」をクリックします。

フロッピーにファイルをコピーしていることを示すメッセージが「Create 
Installation Floppy（インストールフロッピーディスクの作成）」ダイアログ ボック
スに表示されます。

図 5-3 「Create Installation Floppy（インストールフロッピーディスクの作成）」の
メッセージ
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7. ファイルがコピーされたら、「OK」をクリックします。

大容量記憶装置ドライバのフロッピーディスクが作成されます。

8. 第 6 章に進みます。

手動作成の実行

この方法では、フロッピーディスクの作成に必要な各手順をユーザーが実行する必要
があります。

手動作成を実行するには、次の手順に従います。

1. 書き込み可能なフロッピーディスクをフロッピードライブに挿入します。

2. Windows エクスプローラを起動します。

3. フロッピーディスクを挿入したフロッピードライブを右クリックします。

ショートカットメニューが表示されます。

4.「フォーマット」を選択します。

「フォーマット - 3.5 インチ FD（A:）」ダイアログボックスが表示されます。

図 5-4 「フォーマット - 3.5 インチ FD（A:）」ダイアログボックス
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5. フロッピーディスクをフォーマットするための設定を指定し、「開始」をクリックし
ます。

この手順では、「クイックフォーマット」で問題ありません。

6. フォーマットが終了したら、「閉じる」をクリックします。

7. 解凍したファイルのあるフォルダに移動します。

8.「編集」メニューの「すべて選択」をクリックします。

9. マウスの左ボタンを押したまま、選択したファイルをフロッピードライブにドラッグ 
& ドロップします。2

大容量記憶装置ドライバのフロッピーディスクが作成されます。

10. 第 6 章に進みます。

Linux または Solaris を使用したフロッピーディス
クの作成

次に、Linux または Solaris システムを使用してフロッピーディスクを作成する場合
の手順を示します。

Linux または Solaris システムを使用してフロッピーディスクを作成するには、次の
手順に従います。

1. フロッピーディスクの作成に使用するシステムにドライバパッケージをコピー
します。

l ツールとドライバの CD（またはリソース CD） を使用してドライバファイルにアク
セスしている場合は、次の手順に従います。

a. /tmp/files ディレクトリを作成します。

% mkdir /tmp/files

b. CD をシステムに挿入し、必要に応じて CD をマウントします。

c. 次の例に示すように、ツールとドライバの CD の FloppyPack ディレクトリに移
動します。

% cd /mnt/cdrom/support/drivers/w2k3sp1/FloppyPack

フォルダにはバージョン番号も含まれています。

2. Winzip を使用してファイルを解凍した場合は、ディレクトリ構造が保持されないので、ファイルをドラッ
グ & ドロップしないでください。
18 Sun Fire X4600 サーバーおよび Sun Fire X4600 M2 サーバーの Windows オペレーティングシステムインストールガイド • 2007 年 2 月



d. ツールとドライバの CD から /tmp/files ディレクトリにファイルをコピー
します。

% cp -r * /tmp/files 

l ダウンロードサイトから FloppyPack.zip をダウンロードした場合は、次の手順に
従います。

a. /tmp ディレクトリを作成します。

% mkdir /tmp

b. 次の手順のいずれかに従います。

n ドライバをメディアにコピーした場合

i. メディアをシステムに挿入します。

ii. メディアをマウントします。

iii. 次の例に示すように、ファイルをシステムにコピーします。

% cp directory/FloppyPack_1_1_1.zip /tmp

directory には、FloppyPack.zip ファイルをコピーしたメディア上のディレク
トリを指定します。

n ファイルを直接システムにダウンロードした場合

i. ファイルをダウンロードしたディレクトリに移動します。

ii. 次の例に示すように、ファイルを /tmp ディレクトリにコピーします。

% cp directory/FloppyPack_1_1_1.zip /tmp

directory には、FloppyPack.zip ファイルをダウンロードしたシステム上の
ディレクトリを指定します。

c. /tmp ディレクトリに移動します。

% cd /tmp

d. FloppyPack.zip ファイルを解凍します。

次に例を示します。

% unzip FloppyPack_1_1_1.zip

これによって、新しい files ディレクトリが作成されます。

2. files ディレクトリに移動します。

% cd /tmp/files

3. 書き込み可能なフォーマット済みフロッピーディスクをフロッピードライブに挿入し
ます。
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4. フロッピーをシステムにマウントします。

使用中のオペレーティングシステムに応じて、次の例を参照してください。

Solaris:

% volcheck

Linux:

% mkdir /mnt/floppy

% mount /dev/fd0 /mnt/floppy

5. files ディレクトリのファイルおよびフォルダをフロッピーディスクにコピー
します。

使用中のオペレーティングシステムに応じて、次の例を参照してください。

Solaris:

% cp -r * /floppy/floppy0

Linux:

% cp -r * /mnt/floppy

6. 第 6 章に進みます。

フロッピーイメージファイルのコピー 
大容量記憶装置ドライバのインストール方法としてフロッピーイメージを選択した場
合は、この手順に従います。

JavaRConsole システムでドライバファイルが適切に動作することを確認してくだ
さい。このシステムは、ドライバのダウンロードサイトからダウンロードした、ま
たはツールとドライバの CD（またはリソース CD 705-1438-11 以降）に収録され
ている FloppyPack.zip ドライバパッケージにアクセスできる必要があります。
パッケージのダウンロードについては、「サーバー固有のドライバパッケージのダ
ウンロード」で説明しています。

JavaRConsole システムで実行中のオペレーティングシステムに応じた手順を選択し
てください。

n Windows を使用したフロッピーイメージファイルのコピー

n Linux または Solaris を使用したフロッピーイメージファイルのコピー
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Windows を使用したフロッピーイメージファイル
のコピー

Windows システムを使用してフロッピーディスクイメージファイルを作成する
には、次の手順に従います。

1. ドライバファイルを準備します。

l ツールとドライバの CD（リソース CD）を使用してフロッピーパッケージにアクセ
スする場合は、次の手順に従います。

a. CD を JavaRConsole システムに挿入します。

b. 次のディレクトリに移動します。

support\drivers\w2k3sp1\FloppyPack

フォルダにはバージョン番号も含まれています。

l ダウンロードサイトから FloppyPack.zip をダウンロードした場合は、次の手順で
ファイルをコピーし、解凍します。

a. FloppyPack.zip ファイルを一時ディレクトリにコピーします。

b. Windows エクスプローラを起動します。

c. ダウンロードしたファイルを保存した一時フォルダに移動します。

d. FloppyPack.zip を選択します。

e. 「ファイル」メニューの「すべて展開」をクリックします。3

f. 解凍したファイルのあるフォルダに移動します。

2. image フォルダに移動します。

3. インストール中に使用できるシステム上のフォルダに floppy.img ファイルをコ
ピーします。

4. floppy.img ファイルの場所をメモしてから、第 6 章に進みます。

3. 使用中のバージョンの Windows エクスプローラで圧縮フォルダが元々サポートされていない場合は、サー
ドパーティーのユーティリティを使用して zip ファイルの中身を解凍します。解凍後、ディレクトリ構造を
変更しないようにしてください。
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Linux または Solaris を使用したフロッピーイメー
ジファイルのコピー

1. ドライバファイルを準備します。

l ツールとドライバの CD（またはリソース CD）を使用してドライバファイルにアク
セスしている場合は、次の手順に従います。

a. JavaRConsole システム上に /tmp/files ディレクトリを作成します。

% mkdir /tmp/files

b. CD を JavaRConsole システムに挿入し、必要に応じて CD をシステムにマウン
トします。

c. 次の例に示すように、ツールとドライバの CD の FloppyPack ディレクトリに移
動します。

% cd /mnt/cdrom/support/drivers/w2k3sp1/FloppyPack

フォルダにはバージョン番号も含まれています。

d. ツールとドライバの CD から JavaRConsole システム上の /tmp/files ディレク
トリにファイルをコピーします。

% cp -r * /tmp/files 

l ダウンロードサイトから FloppyPack.zip をダウンロードした場合は、次の手順で
ファイルを解凍します。

a. JavaRConsole システム上に /tmp ディレクトリを作成します。

% mkdir /tmp

b. 次の手順のいずれかに従います。

n ドライバをメディアにコピーした場合

i. メディアをシステムに挿入します。

ii. 必要に応じて、メディアをシステムにマウントします。

iii. 次の例に示すように、ファイルを JavaRConsole システムにコピーします。

% cp directory/FloppyPack_1_1_1.zip /tmp

directory には、FloppyPack.zip ファイルをコピーしたメディア上のディレク
トリを指定します。
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n ファイルを直接 JavaRConsole システムにダウンロードした場合

i. ファイルをダウンロードしたディレクトリに移動します。

ii. 次の例に示すように、ファイルを /tmp ディレクトリにコピーします。

% cp directory/FloppyPack_1_1_1.zip /tmp

directory には、FloppyPack.zip ファイルをダウンロードした JavaRConsole 
システム上のディレクトリを指定します。

c. /tmp ディレクトリに移動します。

% cd /tmp

d. FloppyPack.zip ファイルを解凍します。

次に例を示します。

% unzip FloppyPack_1_1_1.zip

これによって、新しい files ディレクトリが作成されます。

2. files フォルダに移動します。

% cd /tmp/files

3. image フォルダに移動します。

4. インストール中に使用できるシステム上の場所に floppy.img ファイルをコピーし
ます。

5. floppy.img ファイルの場所をメモしてから、第 6 章に進みます。

Windows Server 2003 のインストール中にこの場所が必要になります。
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第                    章6

JavaRConsole システムの設定

この章は、特に説明がない限り、オリジナルの Sun Fire X4600 サーバーと Sun Fire 
X4600 M2 サーバーに適用されます。

この章では、オペレーティングシステムのインストール用に大容量記憶装置ドライバ
および Windows Server 2003 のメディアを取得するために JavaRConsole システムを
セットアップする方法について説明します。

注 – 第 4 章でフロッピーローカルおよび Windows ローカルの両方の取得方法を選択
した場合は、第 7 章に進みます。

n 第 4 章で説明した次の大容量記憶装置ドライバまたは Windows のメディアの取得
方法のいずれかを選択した場合は、JavaRConsole システムをセットアップする必
要があります。

n フロッピーリモート

n フロッピーイメージ

n Windows リモート

n Windows イメージ

注 – この手順では、JavaRConsole ハードウェアのセットアップに関する詳細は説明
しません。詳細については、『Integrated Lights-Out Manager（ILOM）管理ガイド』

（部品番号 819-6808）を参照してください。
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JavaRConsole システムの要件
次に、JavaRConsole システムの要件を示します。

n Solaris、Linux、または Windows オペレーティングシステムがインストールされ
ていること。

n Sun Fire X4600 シリーズのイーサネット管理ポートにアクセスできるネットワー
クにシステムが接続されていること。

n Java ランタイム環境（JRE）1.5 以降がインストールされていること。

n JavaRConsole システムで Solaris を実行している場合は、JavaRConsole が物理フ
ロッピードライブおよび CD/DVD-ROM ドライブ、またはその両方にアクセスで
きるように、ボリューム管理を無効にしていること。

n JavaRConsole システムで Windows Server を実行している場合は、Internet 
Explorer の拡張セキュリティ機能を無効にしていること。

注 – この手順では、『Integrated Lights-Out Manager（ILOM）管理ガイド』（部品番
号 819-6808）の手順に従って JavaRConsole システムおよび ILOM サービスプロセッ
サがセットアップされていることを前提としています。

JavaRConsole システムのセットアップ
1. Integrated Lights Out Manager（ILOM）サービスプロセッサの IP アドレスを 

JavaRConsole システムのブラウザに入力して、リモートコンソールアプリケーショ
ンを起動します。

図 6-1 URL の例

「セキュリティの警告」ダイアログボックスが表示されます。
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図 6-2 「セキュリティの警告」ダイアログボックス

2.「はい」をクリックします。

ILOM のログイン画面が表示されます。

図 6-3 ログイン画面
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3. ユーザー名とパスワードを入力し、「Log In（ログイン）」をクリックします。

デフォルトのユーザー名は root、デフォルトのパスワードは changeme です。

ILOM の「Version Information（バージョン情報）」画面が表示されます。

図 6-4 ILOM GUI の「Version Information（バージョン情報）」画面

4. ILOM GUI で「Remote Control（リモートコントロール）」タブをクリックします。

「Launch Redirection（リダイレクトの起動）」画面が表示されます。

注 – 「Mouse Mode Settings（マウスモード設定）」タブでマウスモードが Absolute
（絶対）モードに設定されていることを確認します。

図 6-5 ILOM GUI の「Launch Redirection（リダイレクトの起動）」画面

5. 8 ビットカラーまたは 16 ビットカラーをクリックしてから、「Launch Redirection
（リダイレクトの起動）」をクリックします。
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注 – JavaRConsole システムのリダイレクトに Windows システムを使用している場
合は、「Launch Redirection（リダイレクトの起動）」をクリックしたあとに、警告が
もう 1 つ表示されます。「Hostname Mismatch（ホスト名の不一致）」ダイアログ
ボックスが表示されたら、「Yes（はい）」ボタンをクリックします。

図 6-6 「Hostname Mismatch（ホスト名の不一致）」ダイアログボックス

リモートコントロールのダイアログボックスが表示されます。

図 6-7 リモートコントロールの「Login（ログイン）」ダイアログボックス

6. リモートコントロールの「Login（ログイン）」ダイアログボックスにユーザー名と
パスワードを入力し、「OK」をクリックします。

デフォルトのユーザー名は root、パスワードは changeme です。

正常にログインすると、JavaRConsole 画面が表示されます。
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図 6-8 JavaRConsole の「Devices（デバイス）」メニュー

7. 選択した取得方法に応じて、「Devices（デバイス）」メニューからフロッピー項目ま
たは CD 項目を 1 つ、あるいはその両方を選択します。

n フロッピーリモート : JavaRConsole システムに接続された物理フロッピードライ
ブのコンテンツにサーバーをリダイレクトする場合は、「Floppy（フロッピー）」
を選択します。

n フロッピーイメージ : JavaRConsole システム上に保存された大容量記憶装置ド
ライバのフロッピーイメージファイルにサーバーをリダイレクトする場合は、

「Floppy Image（フロッピーイメージ）」を選択します。

n CD-ROM リモート : JavaRConsole システムに接続された CD/DVD-ROM ドライ
ブに挿入されたオペレーティングシステムソフトウェア CD のコンテンツにサー
バーをリダイレクトする場合は、「CD-ROM」を選択します。

n CD-ROM イメージ : JavaRConsole システム上に保存されたオペレーティングシス
テムソフトウェアの .iso イメージファイルにサーバーをリダイレクトする場合
は、「CD-ROM Image（CD-ROM イメージ）」を選択します。

注意  – CD-ROM リモートまたは CD-ROM イメージのオプションを使用して 
Windows Server 2003 をインストールすると、CD-ROM のコンテンツにネット
ワーク経由でアクセスするので、インストールの実行にかかる時間が大幅に長くな
ります。インストールにかかる時間は、ネットワークの接続状態とトラフィックに
よって異なります。
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第                    章7

Windows Server 2003 のインス トール

この章は、 特に説明がない限り、 オリ ジナルの Sun Fire X4600 サーバーと  Sun Fire 
X4600 M2 サーバーに適用されます。

この章では、 Windows Server 2003 のメディアを使用して、 Sun Fire X4600 シ リーズ
サーバーに直接 Windows Server 2003 オペレーティ ングシステムをインス トールす
る方法について説明します。

インス トール要件
オペレーティ ングシステムのインス トールを開始する前に、 次の要件を満たしている
こ とを必ず確認して ください。

対象 : すべてのインス トール方法

n 本書の前の章に記載されている手順をすべて実行します。

n Sun Fire X4600 シ リーズサーバーの適切なコネクタにキーボード とマウスが取り
付けられている こ とを確認します。 フロ ッピーローカルによる大容量記憶装置ド
ライバのインス トールを選択した場合は、 背面の USB ポー ト を空けておきます。

n オペレーティ ングシステムのインス トールについての個別の詳細情報について、
Microsoft Windows の ドキュメン ト を参照します。

注 – Microsoft Windows オペレーティ ングシステムの全インス トールプロセスにつ
いては、 このセクシ ョ ンでは説明していません。 このセクシ ョ ンでは、 Sun Fire 
X4600 シ リーズサーバーに  Windows Server 2003 をインス トールする場合に該当す
る手順のみを説明しています。

選択した大容量記憶装置ド ライバおよび Windows のメディ アの取得方法に固有の要
件については、 表 7-1 を参照して ください。
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オペレーティ ングシステムのインス
トール
次の手順に従って、 Sun Fire X4600 シ リーズサーバーに  Microsoft Windows Server 
2003 ソフ ト ウェアをインス トールします。

注 – Sun Fire X4600 シ リーズサーバーのブー トディ スクには、 Solaris オペレーティ
ングシステムがプリ インス トールされています。 Windows のインス トールによ り
ブー トディ スクがフォーマッ ト され、 すべてのデータが失われます。

表 7-1 各インス トール方法の要件

方法 必要な操作または項目 

フロ ッピーローカル USB フロ ッピード ライブをサーバーの背面に接続し、 その
フロ ッピード ライブに大容量記憶装置フロ ッピーディスクを
挿入します。*

注 : USB フロ ッピード ライブをサーバーの前面にある  USB 
コネクタに接続すると、 インス ト ールがエラーになり ます。

* USB フロ ッピード ライブのリス ト   
（Windows Marketplace サイ ト  http://testedproducts.windowsmarketplace.com/ 
に掲載されている 「Designed for Windows」） を参照して ください。

フロ ッピーリモー ト フロ ッピー ド ライブを （必要に応じて） JavaRConsole シス
テムに接続し、 そのフロ ッピーディ スク ド ライブに大容量記
憶装置ド ライバのフロ ッピーディ スクを挿入します。

フロ ッピーイメージ JavaRConsole システムから  floppy.img フ ァ イルにアクセ
スできる こ とを確認します。

Windows ローカル Microsoft Windows Server 2003 のインス トールメディアと  
DVD-ROM ド ライブが使用できる状態にある こ とを確認し
ます。

Windows リモー ト JavaRConsole システムの CD または DVD-ROM ド ライブに  
Microsoft Windows Server 2003 のインス トールメディアを
挿入します。

Windows イメージ JavaRConsole システムから  Windows Server 2003 のインス
ト ールメディ アにアクセスできる こ とを確認します。
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1.「インス トール要件」に記載されているすべての要件を満たしていることを確認し
ます。

2. Sun Fire X4600 シリーズサーバーの電源を再投入します。

BIOS POST プロセスが開始されます。

3. BIOS POST 画面に「Press F8 for BBS POPUP（BBS ポップアップを表示するには 
F8 を押します）」というプロンプトが表示されたら、F8 キーを押します。

図 7-1 F8 のプロンプ ト

BIOS POST プロセスが完了すると、 「Boot Device （起動デバイス）」 メニューが表示
されます。

図 7-2 「Boot Device （起動デバイス）」 メニュー
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4. Windows ローカルのインストール方法を選択した場合は、ここで CD を挿入
します。

5.「Boot Device（起動デバイス）」メニューから「CD-ROM」を選択します。

注 – ステップ 6 で Enter キーを押したら、 続 く手順はすばや く実行する必要があ り
ます。 手順を続行する前にステップ 7 およびステップ 8 を読み、 作業内容を理解して
おいて ください。

6. Enter キーを押します。

7.「Press any key to boot from CD（CD から起動するにはいずれかのキー
を押します）」というプロンプトが表示されたら、いずれかのキーをすばやく押し
ます。

注 – このプロンプ トは 5 秒間表示され、 見逃される こ とがよ く あ り ます。 このプロ
ンプ ト を見逃した場合は、 システムを再起動し、 ステップ 3 に戻る必要があ り ます。

Windows セッ ト アップの最初の方で、 画面の下部に次のメ ッセージが表示され
ます。

Press F6 if you need to install a third party SCSI or RAID driver.

（サードパーティー製の SCSI または RAID ドライバをインストールする必要がある場
合は、F6 を押してください）

8. F6 キーを押して大容量記憶装置ドライバをインストールします。

注 – このプロンプ トは 5 秒間表示され、 見逃される こ とがよ く あ り ます。 このプロ
ンプ トが表示されている間に  F6 キーを押さないと、 追加の ド ライバを指定するため
の画面が表示されず、 インス トールがエラーにな り ます。 この場合は、 システムを再
起動し、 ステップ 3 に戻る必要があ り ます。

追加のデバイスを指定するには S キーを押すよ うに指示する画面が表示されます。
34 Sun Fire X4600 サーバーおよび Sun Fire X4600 M2 サーバーの Windows オペレーティングシステムインストールガイド • 2007 年 2 月



図 7-3 追加デバイスの指定画面

9. 選択した大容量記憶装置ドライバのインストール方法に応じて、大容量記憶装置ドラ
イバにアクセスできることを確認します。

n フロ ッピーローカル : Sun Fire X4600 サーバーのフロ ッピード ライブ A で大容量記
憶装置ド ライバのフロ ッピーディ スクにアクセスできます。

n フロ ッピーリモー ト : JavaRConsole サーバーのフロ ッピード ライブで大容量記憶
装置ド ライバのフロ ッピーディ スクにアクセスできます。

n フロ ッピーイメージ : JavaRConsole システムで floppy.img にアクセスでき
ます。

10. S キーを押して、追加のデバイスを指定します。

使用可能なド ライバの リス トが表示されます。
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図 7-4 SCSI アダプタの選択画面

11. インストールする Windows のバージョン（Server 2003 32 ビットまたは Server 
2003 AMD64）に応じて、適切なバージョンの LSI Logic Fusion-MPT SAS ドライバ
を選択します。

選択内容を確認し、 追加の ド ライバを選択するための画面が表示されます。

図 7-5 追加デバイスの指定画面
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12. フロッピーリモートまたはフロッピーイメージの取得方法を使用して Windows をイ
ンストールしている場合は、S キーを押します。これ以外の場合は、Enter キーを押
してステップ 14 に進みます。

使用可能なド ライバの リス トが表示されます。

図 7-6 SCSI アダプタの選択画面

13. インストールする Windows のバージョン（32 ビットまたは AMD64）に応じて、適
切なバージョンの AMI Virtual Floppy ドライバを選択します。

Windows セッ ト アップで、 選択した両方のド ライバを示す次の画面が表示され
ます。
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図 7-7 追加デバイスの指定画面

14. Enter キーを押して先へ進みます。

Windows セッ ト アップの起動画面が表示されます。

図 7-8 Windows セッ ト アップの起動画面
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15. Enter キーを押して先へ進みます。

Windows セッ ト アップが続行され、 「Express Setup （高速セッ ト アップ）」 または
「Custom Setup （カスタムセッ ト アップ）」 を選択するための次の画面が表示され
ます。

図 7-9 セッ ト アップの選択画面

注 – システムディスクでハード ウェア  RAID を使用する予定の場合は、 「Custom 
Setup （カスタムセッ ト アップ）」 を選択し、 手動でディスクのパーティシ ョ ンを行う
必要があ り ます。 ド ライブの最後に、 最低限 64M バイ ト のパーティシ ョ ン分けして
いない容量を必ず残しておいて ください。

16. Enter キーを押して「Express Setup（高速セットアップ）」を選択します。

17. 画面上の指示に従って、Windows Server 2003 のインストールを完了します。

インス トール中に、 システムがリブー ト され、 次のメ ッセージが表示される場合があ
り ます。

図 7-10 ディスクの取り出し メ ッセージ
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このメ ッセージが表示された場合は、 次の手順に従ってインス トールを完了する必要
があ り ます。

a. 選択した大容量記憶装置ドライバの取得方法に応じて、次のいずれかの手順を実
行します。

n フロ ッピーローカル : Sun Fire X4600 サーバーのフロ ッピード ライブから フロ ッ
ピーディスクを取り出します。

n フロ ッピーリモー ト : JavaRConsole サーバーから フロ ッピーディスクを取り出
します。

n フロ ッピーイメージ : JavaRConsole のデバイスメニューでフロ ッピーイメージ
の選択を解除します。

b. いずれかのキーを押してシステムを再起動し、Windows Server 2003 のインス
トールを完了します。

18.「重要なシステム固有ド ライバのアップデー ト」に進みます。
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第               章8

重要なシステム固有ド ライバの
アップデー ト

この章は、 特に説明がない限り、 オリ ジナルの Sun Fire X4600 サーバーと  Sun Fire 
X4600 M2 サーバーに適用されます。

この章では、 インス ト ール済みの Windows Server 2003 をシステム固有のデバイス
ド ライバソフ ト ウェアでアップデー トする方法について説明します。 この章には次の
セクシ ョ ンがあ り ます。

n 41 ページの 「システム固有ド ライバのアップデー ト 」
n 50 ページの 「AMD プロセッサド ライバのアップデー ト」

この章の手順では、 次の準備がすでにできている こ とを前提と しています。

n Sun Fire X4600 シ リーズサーバーに  Microsoft Windows Server 2003 オペレーティ
ングシステムをインス トール済みである こ と。

n 7 ページの 「サーバー固有のド ライバパッケージのダウンロード」 の説明に従っ
て、 DriverUpdatePackage.exe をダウンロード済みである こ と。

n DriverUpdatePackage.exe がすぐに使用できる状態である こ と。

本書の一部のスク リーンキャプチャには、 Sun Fire X4100/X4200 とい う表示があ り
ますが、 特に説明のない限り、 これらの画像は Sun Fire X4600 シ リーズサーバーに
も該当します。

システム固有ド ライバのアップデー ト
システム固有ド ライバをアップデー トするには、 次の手順に従います。

1. DriverUpdatePackage.exe ファイルを、現在保存されている場所から、Sun Fire 
X4600 シリーズサーバーのローカルドライブにコピーします。
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注 – パッケージ名には、 ソフ ト ウェアアップデー トパッケージの現バージ ョ ンを示
すバージ ョ ン番号も含まれています。

2. DriverUpdatePackage.exe アプリケーションを起動します。

Sun Fire X4600 シ リーズド ライバアップデー トパッケージのセッ ト アップダイアログ

ボッ クスが表示されます。

図 8-1 ド ライバアップデー トパッケージのセッ ト アップダイアログボッ クス

3.「OK」をクリックします。

n Windows Server 2003 32 ビッ ト版の ド ライバをアップデー トする場合は、 ステッ
プ 6 に進みます。

n Windows Server 2003 64 ビッ ト版の ド ライバをアップデー トする場合は、
「Microsoft .NET Framework 1.1」 ダイアログボッ クスが表示されます。

図 8-2 「Microsoft .NET Framework」 ダイアログボッ クス

4. 次の手順に従って、Microsoft .NET をインストールします。

a.「Continue（続行）」をクリックします。

「License Agreement （使用許諾契約書）」 ダイアログボッ クスが表示され
ます。
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図 8-3 「License Agreement （使用許諾契約書）」 ダイアログボッ クス

b. 「I Agree（同意します）」オプションをクリックし、「Install（インストー
ル）」をクリックします。

「Installing Components （コンポーネン ト のインス トール）」 ダイアログが表示さ
れます。
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図 8-4 「Installing Components （コンポーネン ト のインス トール）」 ダイアログボッ
クス

インス トールが完了したら、 インス トール完了のダイアログボッ クスが表示され
ます。

図 8-5 インス トール完了のダイアログボッ クス

5.「OK」をクリックします。

6. インストールを続行します。

Sun Fire X4600 シ リーズド ライバアップデー トパッケージのセッ ト アップウ ィザード
ダイアログボッ クスが表示されます。
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図 8-6 ド ライバアップデー トパッケージのセッ ト アップウ ィザードダイアログボッ
クス

7.「Next（次へ）」をクリックします。

「Select Installation Folder （インス ト ールフォルダの選択）」 ダイアログボッ クスが表
示されます。
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図 8-7 「Select Installation Folder （インス ト ールフォルダの選択）」 ダイアログボッ
クス

注 – 64 ビッ ト版のインス トールでは、 デフォルト のパスは次のとお りです。
C:\Program Files(x86)\Sun\Driver Update Package\

8.「Next（次へ）」をクリックして、デフォルト設定を受け入れます。

「Confirm Installation （インス ト ールの確認）」 ダイアログボッ クスが表示さ
れます。
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図 8-8 「Confirm Installation （インス トールの確認）」 ダイアログボッ クス

9.「Next（次へ）」をクリックします。

次のダイアログボッ クスが表示されるまで、 インス ト ールが続行されます。

図 8-9 AMD-8131 PCIX HyperTransport Tunnel ド ライバのダイアログボッ クス

10.「OK」をクリックします。

「Security Alert （セキュ リティ警告）」 ダイアログボッ クスが 4 つ表示される こ とが
あ り ます。

11. それぞれの「Security Alert（セキュリティ警告）」ダイアログボックスで、「Yes
（はい）」をクリックします。

Sun Fire X4600 シ リーズド ライバアップデー トパッケージのインス トールが完了する
と、 次のダイアログボッ クスが表示されます。
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図 8-10 ド ライバアップデー トパッケージ情報のダイアログボッ クス

注 – ド ライバアップデー トパッケージのダイアログボッ クスの手順は、 本書に記さ
れています。 このダイアログボッ クスに表示される手順は、 読む必要があ り ません。

12.「Next（次へ）」をクリックします。

「Installation Complete （インス トール完了）」 ダイアログボッ クスが表示されます。
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図 8-11 「Installation Complete （インス トール完了）」 ダイアログボッ クス

13.「Close（閉じる）」をクリックします。

「Setup Succeeded （セッ ト アップ成功）」 ダイアログボッ クスが表示されます。

図 8-12 「Setup Succeeded （セッ ト アップ成功）」 ダイアログボッ クス

14.「OK」をクリックして、「AMD プロセッサド ライバのアップデー ト」に進みます。
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AMD プロセッサド ライバの
アップデー ト
AMD プロセッサド ライバをアップデー トするには、 次の手順に従います。

1.「デバイスマネージャ」を開きます。

a. Windows デスクトップタスクツールバーの「スタート」ボタンをクリックし、
「コントロールパネル」をクリックします。

b. 「コントロールパネル」で、「システム」アイコンをダブルクリックします。

c. 「システムのプロパティ」ダイアログボックスで、「ハードウェア」タブをクリッ
クし、「デバイスマネージャ」をクリックします。

2.「デバイスマネージャ」で、「プロセッサ」リストを展開します。

図 8-13 「プロセッサ」 が展開された状態の 「デバイスマネージャ」 ウ ィ ン ド ウ
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3. リストの一番目のプロセッサを右クリックし、ショートカットメニューから「ドライ
バの更新」を選択します。

「ハー ド ウェアの更新ウ ィザードの開始」 ダイアログボッ クスが表示されます。

図 8-14 「ハード ウェアの更新ウ ィザードの開始」 ダイアログボッ クス

4.「いいえ、今回は接続しません」オプションを選択し、「次へ」をクリックします。

「ハー ド ウェアの更新ウ ィザード」 ダイアログボッ クスが表示されます。
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図 8-15 「ハード ウェアの更新ウ ィザード」 ダイアログボッ クス

5.「一覧または特定の場所からインストールする」オプションをクリックし、「次へ」を
クリックします。

「ハー ド ウェアの更新ウ ィザード」 ダイアログボッ クスが表示され、 検索とインス
トールのオプシ ョ ンを選択する画面が表示されます。
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図 8-16 「ハード ウェアの更新ウ ィザード」 の検索オプシ ョ ンのダイアログボッ クス

6.「検索しないで、インストールするドライバを選択する」オプションをクリックし、
「次へ」をクリックします。

「ハー ド ウェアの更新ウ ィザード」 ダイアログボッ クスが表示され、 インス トールす
るデバイス ド ライバを選択するよ う に指示されます。
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図 8-17 「ハード ウェアの更新ウ ィザード」 の ド ライバ選択のダイアログボッ クス

7.「ディスク使用」をクリックします。

「フロ ッピーディスクから インス トール」 ダイアログボッ クスが表示されます。

図 8-18 「フロ ッピーディスクから インス トール」 ダイアログボッ クス

8.「参照」をクリックします。

「フ ァ イルの場所」 ダイアログボッ クスが表示されます。
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図 8-19 「フ ァ イルの場所」 ダイアログボッ クス

9. AMD プロセッサドライバのある場所まで移動し、「開く」をクリックします。1 

ド ライブのパスを表示する、 「フロ ッピーディスクから インス トール」 ダイアログ
ボッ クスが表示されます。

図 8-20 「フロ ッピーディスクから インス トール」 ダイアログボッ クス

1. 図 8-7 のデフォルト のインス トールフォルダを受け入れた場合、 AMD CPU の場所は次のよ うにな り ます。
C: \Program Files \Sun \DriverUpdatePackage \Drivers \AMD \CPU （32 ビッ ト版）
C: \Program Files(x86) \Sun \DriverUpdatePackage \Drivers \AMD \CPU （64 ビッ ト版）
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10.「OK」をクリックします。

デバイス ド ライバ選択のダイアログボッ クスが、 「モデル」 リ ス ト に 「AMD K8 
Processor」 が入った状態で表示されます。

図 8-21 デバイス ド ライバ選択のダイアログボッ クス

11.「AMD K8 Processor」を選択し、「次へ」をクリックします。

「ハー ド ウェアの更新ウ ィザードの完了」 ダイアログボッ クスが表示されます。
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図 8-22 「ハード ウェアの更新ウ ィザードの完了」 ダイアログボッ クス

12.「完了」をクリックします。

「システム設定の変更」 ダイアログボッ クスが表示されます。

図 8-23 「システム設定の変更」 ダイアログボッ クス

13.「いいえ」をクリックします。

すべての AMD プロセッサド ライバをアップデー トする必要があ り ます。 すべての  
AMD プロセッサの ド ライバがアップデー ト されるまで、 コンピュータを再起動する
必要はあ り ません。 すべての ド ライバがアップデー ト されるまで、 次の手順を続行し
ます。
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14.「デバイスマネージャ」を開き、「プロセッサ」リストを展開します。

図 8-24 「プロセッサ」 が展開された状態の 「デバイスマネージャ」 ウ ィ ン ド ウ

注 – すでにアップデー ト されたド ライバはハイライ ト されています。

15. リストから次のプロセッサを選択します。

16. 選択したプロセッサを右クリックし、ショートカットメニューから「ドライバの更
新」を選択します。

「ハー ド ウェアの更新ウ ィザードの開始」 ダイアログボッ クスが表示されます。
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図 8-25 「ハード ウェアの更新ウ ィザードの開始」 ダイアログボッ クス

17.「いいえ、今回は接続しません」オプションをクリックし、「次へ」をクリックし
ます。

「ハー ド ウェアの更新ウ ィザード」 ダイアログボッ クスが表示されます。

図 8-26 「ハード ウェアの更新ウ ィザード」 ダイアログボッ クス
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18.「一覧または特定の場所からインストールする」オプションをクリックし、「次へ」を
クリックします。

「ハー ド ウェアの更新ウ ィザード」 ダイアログボッ クスが表示され、 検索とインス
トールのオプシ ョ ンを選択する画面が表示されます。

図 8-27 「ハード ウェアの更新ウ ィザード」 の検索オプシ ョ ンのダイアログボッ クス

19.「検索しないで、インストールするドライバを選択する」オプションをクリックし、
「次へ」をクリックします。

「ハー ド ウェアの更新ウ ィザード」 ダイアログボッ クスが表示され、 インス トールす
るデバイス ド ライバを選択するよ う に指示されます。
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図 8-28 「ハード ウェアの更新ウ ィザード」 の ド ライバ選択のダイアログボッ クス

20.「AMD K8 Processor」を選択し、「次へ」をクリックします。

「ハー ド ウェアの更新ウ ィザードの完了」 ダイアログボッ クスが表示されます。
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図 8-29 「ハード ウェアの更新ウ ィザードの完了」 ダイアログボッ クス

21.「完了」をクリックします。

「システム設定の変更」 ダイアログボッ クスが表示され、 コンピュータを再起動する
よ う に指示されます。

図 8-30 「システム設定の変更」 ダイアログボッ クス

22. 次の手順のいずれかに従います。

n アップデー トする  AMD プロセッサド ライバがまだほかにある場合は、 「いいえ」
をク リ ッ ク して、 ステップ 14 からステップ 21 までを繰り返します。

n すべての AMD プロセッサド ライバをインス トールしたら、 「はい」 をク リ ッ ク し
て、 システムを再起動します。
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注 – システム ド ライバをすべてインス トールしたあとは、 「コン ト ロールパネル」 の
「プログラムの追加と削除」 を使用して、 Sun Fire X4600 シ リーズド ライバアップ
デー トパッケージプログラムをシステムから削除する こ とができます。

これで、 Sun Fire X4600 シ リーズサーバーへの、 Windows Server 2003 オペレーティ
ングシステムおよびド ライバのインス トールに必要な手順をすべて完了したこ とにな
り ます。
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第                章9

RIS イメージへの Sun Fire ド ライバの
組み込み

この章は、 特に説明がない限り、 オリ ジナルの Sun Fire X4600 サーバーと  Sun Fire 
X4600 M2 サーバーに適用されます。

この章は、 Sun Fire X4600 シ リーズサーバーの ド ライバパッケージを リモー ト インス
トールサービス （RIS） イ メージに組み込む必要がある、 上級のシステム管理者を対
象と しています。

この章は、 RIS のチュー ト リ アルではあ り ません。 Sun Fire X4600 サーバー固有のド
ライバを  RIS イメージに組み込む方法のガイダンスです。

必要なド ライバの確認
表 9-1 に、 Sun Fire X4600 シ リーズ サーバーの RIS イ メージに組み込む必要がある
サーバー固有の ド ライバを示します。

表 9-1 Sun Fire X4600 シ リーズサーバー RIS に必要なサーバー固有ド ライバ

デバイス

32 ビット版 
Windows Server 
2003 に必要

64 ビット版 
Windows Server 
2003 に必要

AMD-8132 HyperTransport IOAPIC コン ト
ローラ

はい はい

AMD K8 プロセッサ はい はい

AMI 仮想フロ ッピー はい はい

LSI 1064 HBA はい はい
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RIS イメージへの ド ライバの追加
次の手順では、 RemoteInstall\Setup\Language\Images\Dir_name\Arch は、 ド
ライバが追加される、 RIS サーバー上にあるイメージを指します。

n Language はインス トールされているオペレーティ ングシステムの言語です
（English など）。

n Dir_name は RIS イメージがインス トールされているディ レク ト リです。

n Arch は、 32 ビッ ト版イメージでは i386、 64 ビッ ト版イメージでは amd64 にな り
ます。

次の手順では、 RIS イメージに ド ライバを組み込む方法について説明します。

RIS イメージに ド ライバを追加するには、 次の手順に従います。

1. RIS イメージの、RemoteInstall\Setup\Language\Images\Dir_name\Arch フォ
ルダと同じ階層に、$OEM$ フォルダを作成します。

2. $OEM$ フォルダに、Sun\Drivers フォルダを作成します。

3. ディレクトリ構造が維持されるように注意しながら、DriverPack.zip のコンテン
ツを一時的な保存場所に展開します。

4. RIS イメージのアーキテクチャー（Arch）に基づき、一時的な保存場所から、32 
ビットフォルダまたは 64 ビットフォルダのコンテンツを RIS イメージの 
$OEM$\Sun\Drivers フォルダにコピーします。

i386 には 32 ビッ ト フ ォルダ、 amd64 には 64 ビッ ト フ ォルダを使用します。

5. $OEM$\Sun\Drivers\lsi\lsi_sas.sys ファイルを 
RemoteInstall\Setup\Language\Images\Dir_name\Arch フォルダにコピー
します。

6. RemoteInstall\Setup\Language\Images\Dir_name\Arch\txtsetup.sif ファ
イルで、次のテキストを可視テキストの終わりに追加します。

[SourceDisksFiles]
lsi_sas.sys = 1,,,,,,3_,4,1

NVIDIA nForce PCI System Management はい はい

NVIDIA nForce4 HyperTransport ブリ ッジ はい はい

NVIDIA nForce4 LPC コン ト ローラ はい いいえ

表 9-1 Sun Fire X4600 シ リーズサーバー RIS に必要なサーバー固有ド ライバ （続き）
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HardwareIdsDatabase]
PCI\VEN_1000&DEV_0050 = "lsi_sas"
PCI\VEN_1000&DEV_0054 = "lsi_sas"

PCI\VEN_1000&DEV_005E = "lsi_sas"

[SCSI.load]
lsi_sas = lsi_sas.sys,4

[SCSI]
lsi_sas = "LSI Logic Fusion-MPT SAS Driver (Server 2003 
32-bit)"

7. インストールに使用する .sif ファイルに、次の変更1 を加えます。

n 32 ビッ ト版イメージの場合

[Unattended]
OemPreinstall = yes

OemPnpDriversPath=Åg\Sun\Drivers\amd\8111\hpet;
\Sun\Drivers\amd\8131\ioapic;
\Sun\Drivers\amd\8131\pcix;\Sun\Drivers\ami;
\Sun\Drivers\lsiÅh

注 – 32 ビッ ト  AMD K8 プロセッサの ド ライバは、 OemPnpDriversPath 方法ではイ
ンス トールが不可能で、 手作業でインス トールする必要があ り ます。 ド ライバの手動
インス トールについての詳細は、 第 8 章を参照して ください。

n 64 ビッ ト版イメージの場合

[Unattended]
OemPreinstall = yes

OemPnpDriversPath=Åg\Sun\Drivers\amd\8131\pcix;
\Sun\Drivers\amd\cpu;\Sun\Drivers\ami;
\Sun\Drivers\lsiÅh

8. RIS サーバーでリモートインストールサービス（BINLSVC）を停止してから、開始
します。これを行うには、コマンドプロンプトで次のコマンドを入力し、各コマンド
の入力後に Enter キーを押します。

> net stop binlsvc
> net start binlsvc

1. 読みやすいよ う に、 OemPnpDriversPath 情報は複数行に分けて表示しています。 この情報は、 1 行に入力
する必要があ り ます。
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